平成２２年度　
認定プロジェクト募集要領
平成２２年５月
仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム
仙台市経済局
１　募集の目的

仙台市及び仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアムは、創造性豊かなプロジェクトの育成・支援として、クリエイティブなプロジェクトを認定し、スタートアップ支援を行うため、以下の目的に沿ったアイデア、プランを募集する。

・事業化まで至らないアイデアレベルのプロジェクト計画をブラッシュアップし、競争的資金の獲得を目指す

・試験的に実施するなど事業を立ち上げるなどして、事業性、採算性等の課題を把握し、事業化向けた活動へと進化させる

・クリエイティブ産業の集積促進や他産業との連携等を積極的に進める

２　募集内容　
（１）仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム認定制度
クリエイティブ産業振興に資することを条件に、意欲的な市民・事業者等による勉強会及び競争的資金獲得を目指すプロジェクト募集し、仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアムが認定プロジェクトとして幅広く支援します。
①認定区分

　リサーチプロジェクト
（参考）平成21年度プロジェクト

・写真を用いた地域企業プロモーションビデオの試験的制作プロジェクト
・デジタルアートソフトウェアワークショップの試験的実施プロジェクト
・映画制作関係（服飾・大道具・小道具）人材調査プロジェクト
　スタートアッププロジェクト

（参考）平成21年度プロジェクト
・まちなか養蜂を通した地域活性化プロジェクト
・不動産リノベーションによる地域活性化プロジェクト
・地域資源を用いた新たな工芸品のブランド化プロジェクト
・地域優良プロダクト発掘及びPRプロジェクト

サポートプロジェクト

（参考）平成21年度プロジェクト

・コンテンツマルチ配信プラットフォーム構築プロジェクト
・都市型イベント実施にかかる調査プロジェクト
・「ご当地ガラス」の量産化プロジェクト
・映像制作及び配信枠組みの構築に関するプロジェクト
・地域産業の新たなビジネスモデル開発に関するプロジェクト
・スマートフォンアプリケーション開発プロジェクト
・滞在型観光資源開発プロジェクト
②認定要件

・仙台の資源を活用し、クリエイティブ産業のクラスター化促進、他産業との連携等に効果が認められるプロジェクトであること
・新規性又は独創性があり、次年度以降の継続性が認められるプランであること
・年度内に実現化の構想を策定できるプロジェクト（リサーチプロジェクト、サポートプロジェクト）、プランの熟度が実現化レベルにあり年度内に事業の立ち上げを行うプロジェクト（スタートアッププロジェクト、サポートプロジェクト）又は事業の実施に関するプロジェクト（サポートプロジェクト）であること
③認定による支援内容
　・仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアムのプロデューサー等による個別相談・アドバイス
・仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム及び仙台市によるプロジェクトの広報支援

・仙台市クリエイティブプロジェクト助成制度による助成（リサーチプロジェクト、スタートアッププロジェクト）

※助成を受ける場合は別途申請・審査を行います

（２）仙台市クリエイティブプロジェクト助成制度（助成主体：仙台市）
認定制度により認定されたプロジェクトに対し、活動経費等を助成する。
①助成金額、助成率及び助成対象経費
・リサーチプロジェクト
　　　　10万円を上限。事業総経費の10分の10以内。

ただし、調査研究及び勉強会費用のうち講師謝礼、会場使用料、印刷製本費、図書購入費、通信費、旅費その他市長が必要と認めた経費に限り助成する。
・スタートアッププロジェクト

50万円を上限とする。事業総経費の10分の10以内。
ただし、宣伝、広告、プロモーションに要する経費、展示物の制作・試作等に要する経費、設計書、報告書、計画書等の作成に要する経費及びその他市長が認めた経費に限り助成する。

※上記経費に該当するものであっても直接人件費及びこれに類する経費は、助成対象外。
②助成受給要件
　　・認定プロジェクトのうちリサーチプロジェクト、スタートアッププロジェクトに認定されたプロジェクトであること
３　応募資格

応募資格者は、市内に本店・支店又は事業所を有する法人若しくは法人以外の団体、市内に住所を有する個人とし、助成金の申請を行うことができる者は、次の要件を満たす者とする。

（１）地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当する者でないこと

（２）申請者が個人の場合にあっては、本市の市税を滞納していないこと。申請者が個人以外の場合にあっては、法人の市民税及び事業所税に係る市長に対する申告(当該申告の義務を有する者に限る。)を行い、かつ、本市の市税を滞納していないこと。
（３）受付期限内に、仙台市が契約に関する要綱として定める、有資格者に対する指名停止に関する要綱第２条第１項又は第３条の規定により指名停止を受けていないこと。
４　申請書の提出

（１）提出期限

　　①リサーチプロジェクト・スタートアッププロジェクト

平成22年6月25日（金）午後5時（必着）
郵送により提出する場合には、同日同刻必着とする。

　　②サポートプロジェクト

　　　平成23年3月31日（木）まで随時募集

（２）提出方法

持参若しくは郵送にて提出すること。

（３）提出書類

　　以下の書類を、原本１部、写し６部、電子データを保存したCD-ROM１部提出すること。

①リサーチプロジェクト

・リサーチプロジェクト認定申請書兼助成金交付申請書（認定様式第1号、助成様式第1号）
・承諾書（規約等の定めのない任意団体の代表者が申請者である場合）（助成様式第7号）
・プロジェクト説明資料（A4サイズ10枚以内）

　　②スタートアッププロジェクト

・スタートアッププロジェクト認定申請書兼助成金交付申請書（認定様式第３号、助成様式第4号）
・承諾書（規約等の定めのない任意団体の代表者が申請者である場合）（助成様式第7号）
・プロジェクト説明資料（A4サイズ20枚以内）

　　③サポートプロジェクト
　　　・サポートプロジェクト認定申請書（認定様式第５号）

（４）書類作成上の注意点

・提出書類はA4版横書きで記載すること。
・申請に係る費用は申請者の負担とする。
・提出書類は返却しない。
（５）申請書の提出先

〒980-8671　仙台市青葉区国分町三丁目7番1号
仙台市経済局産業政策部産業振興課産業振興係（仙台市役所北庁舎5階）

（仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム事務局）

担当：向井
電話：022-214-8263

５　審査　

（１）審査の方法

提出書類に基づき、仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアムのプロデューサー会議が書類審査を行う。また、必要に応じて申請者に対しヒアリングを行う。

助成金については、認定を受けたプロジェクトのみ、助成の妥当性を中心に審査する。

（２）審査項目及び審査基準
以下の項目について評価し、総合的に審査する。
①認定審査項目

・現状把握、課題設定及びプロジェクトの必要性

本市におけるクリエイティブな活動や産業における現状や課題を把握し、プロジェクトの必要性（方向性）を明確化しているか

・プロジェクトの優位性
目標や目指す方向性を踏まえた上で、当該プロジェクトが優れている点があるか
・地域の実情に応じた産業振興の観点における政策上の評価
プロジェクトが、地域の実情に応じた産業振興等の観点から特に重要であるか

・将来的な事業の自立、発展性

申請者が、将来的にもプロジェクトを自立・継続的に展開するビジョンを有しているか
・プロジェクト実施者としての適格性

申請者が、プロジェクトを着実に遂行するために必要な人的、物的体制が整備されているか、申請者がプロジェクトを実施するために連携・補完体制を有しているか、申請者が産業振興活動（特に、市内における産業振興活動）の実績を有しているか
・プロジェクト実施による効果

プロジェクトを実施することにより、広域的な人的ネットワークの更なる拡大、事業化支援機能の強化に寄与するなど、クリエイティブ産業振興の一層の推進が期待できるものとなっているか

②助成審査項目

・助成の必要性、妥当性
　　　　プロジェクトを実施するに当たり、費用について助成する必要があるか、また助成することが妥当なプロジェクトであるか

・助成対象経費の妥当性

別に定める助成対象経費に適合した経費が助成対象経費として申請されているか
６　認定
（１）認定に関する審査結果については、文書にて仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム会長から申請者に対して通知する。
（２）認定をするにあたり、条件を付することがある。条件を満たさないまたは満たすことができないことが明らかになった場合は、認定を取り消すことがある（認定の取り消しによって、助成金の交付決定が取り消され、既に交付されている場合には返還を命じることがある）。

（３）助成申請を行った認定プロジェクトの申請者は、助成金交付にかかる必要な手続きを行うこと。

７　交付決定

（１）助成金に関する審査結果（助成の可否及び助成金額）については、仙台市長から申請者に対して通知する。
（２）助成金の交付決定を行うにあたり、条件を付すことがある。条件を満たさないまたは満たすことができないことが明らかになった場合は、交付決定を取り消すことがある（助成金の交付決定が取り消され、既に交付されている場合には返還を命じることがある）。

（３）審査及び査定により、申請額を下回る金額で交付決定される場合がある。

８　権利関係

（１）申請者の権利

応募者は、応募案件に係る著作権及び工業所有権等、知的財産に関する権利を有する。また当該権利の保護のために必要な措置は応募者が行うこととする。

（２）仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム及び仙台市の権利

仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム及び仙台市は、認定されたプロジェクトに関する情報（申請にかかる説明資料記載内容を含む）を展示、出版又はwebサイトで公開する権利を有する。

（３）申請者及び関係者の内部での約定

申請者は、当該プロジェクトの実施を通じ発生する権利の配分について、プロジェクトを開始するまでに、当該プロジェクトの参加者等関係者による合意を形成しなければならない。合意は必要に応じ書面にて行うものとする。

９　概算払い

助成金の交付は原則としてプロジェクト終了後、実施報告の後とするが、仙台市長が必要と認める場合は申請者からの申請に基づき交付決定額の２分の１を上限として概算払い（前払い）により交付することができる。

10　実施報告
（１）プロジェクト実施後２週間以内に実施報告を仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム会長及び仙台市長あて、収支決算報告を仙台市長あてに行う。
①リサーチプロジェクト

・リサーチプロジェクト実施報告書（認定様式第２号、助成様式第２号）　１通

・リサーチプロジェクト助成金交付請求書(様式第３号)　１通

②スタートアッププロジェクト

・スタートアッププロジェクト実施報告書（認定様式第４号、助成様式第５号）　１通

・スタートアッププロジェクト助成金交付請求書（助成様式第６号）（正）（写）　１通

③サポートプロジェクト
・サポートプロジェクト実施報告書（認定様式第６号）　１通

（２）概算払い（前払い）により助成金の交付を受けている場合は、助成金額確定後速やかに精算手続きを行うものとする。
（３）実施報告にあたっては、プロジェクトの概要、成果等に関するプレゼン資料（A4サイズ横、2枚）を提出すること。

11　その他

（１）スタートアッププロジェクトへ認定申請があったプロジェクトにおいて、認定審査の結果リサーチプロジェクト又はサポートプロジェクトに認定されることがある。また、リサーチプロジェクトに認定申請があったプロジェクトにおいて、認定審査の結果、サポートプロジェクトに認定されることがある。

（２）リサーチプロジェクト及びスタートアッププロジェクトについて、実施が任意団体による場合は、申請者（代表者）は参加者全員の記名押印のある承諾書（助成様式第７号）を提出しなければならない。
（３）前年度において認定されたプロジェクトであっても、引き続きサポートプロジェクトとして認定を受けることができる。但し、審査会が特に必要と認めた場合を除き、最初に認定を受けた年度を含め３か年度までとする。

（４）認定を受けたプロジェクトの代表者は、任意様式により、おおよそ2ヶ月に1度、仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム会長あて進捗報告を行うこと。
（５）認定を受けたプロジェクトにおいて、広報物（リーフレット、webサイト等）を制作する場合には、「仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム認定プロジェクト」であることを明示すること。但し、フォント及び文字サイズは問わない。
フロー図（確定後払の場合）
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様式一覧
リサーチプロジェクト関係
①　リサーチプロジェクト認定申請書兼助成金交付申請書（認定様式第１号、助成様式第１号）
②　リサーチプロジェクト実施報告書（認定様式第２号、助成様式第２号）
③　リサーチプロジェクト助成金交付請求書（助成様式第３号（１）（２））
スタートアッププロジェクト関係

④　スタートアッププロジェクト認定申請書兼助成交付申請書（認定様式第３号、助成様式第４号）
⑤　スタートアッププロジェクト実施報告書（認定様式第４号、助成様式第５号）
⑥　スタートアッププロジェクト助成金交付請求書（助成様式第６号（１）（２））
サポートプロジェクト関係
⑦サポートプロジェクト認定申請書（認定様式第５号）
⑧サポートプロジェクト実施報告書（認定様式第６号）

その他
⑨承諾書（助成様式第７号）
（認定様式第１号、助成様式第１号）
リサーチプロジェクト認定申請書兼助成金交付申請書

                                                               平成    年    月    日

　仙台クリエイティブクラスターコンソーシアム

　　　　　　　　　会長　今野　敦之（あて）
  仙台市長　あて

（申請者）
住所
氏名 （名称及び代表者の氏名） 　　　　　　　印
· 仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム認定事業実施要綱第３条第２項に基づき、関係書類を添えてリサーチプロジェクトの認定申請をいたします。

· 仙台市クリエイティブプロジェクト助成事業実施要綱第３条第１項に基づき、関係書類を添えてリサーチプロジェクト助成金の交付申請をいたします。

· リサーチプロジェクトに認定されない場合において、サポートプロジェクトへの認定を希望します。

（※上記のうち該当項目の□を黒塗りしてください）

記

1　 プロジェクト名

2　 プロジェクト実施者名/構成団体

　　※コンソーシアムで実施する場合は、代表者、参加者等実施体制を明示してください。

３　申　請　額　　　金　　　　　　　　　　　　　　円
４　市税納付状況確認

私（法人（団体）含む）の仙台市市税納付状況（税目・税額・申告の有無等）を産業振興課が税務担当課に照会することに
同意します　　　    　　　同意しません
生年月日（　　　　年　　月　　日）　      （証明書の添付が必要になります）

※　該当するものを○で囲んでください。同意する場合は、納付状況の確認に際し、申請者を特定するために必要な情報となる「生年月日」（個人に限ります。）の記入をお願いします。
同意されない場合には、市税の課税の有無にかかわらず、最寄りの区役所・総合支所納税担当課において交付される「市税の滞納がないことの証明書」（申請日前30日以内に交付を受けたものに限ります。）を添付して申請してください（１通300円の手数料が必要です。）。

【「市税の滞納がないことの証明書」の交付にあたって】

・　市税を10日以内に納付した場合は、納付状況を確認できない場合があるため、「市税の滞納がないことの証明書」の交付を受ける際に、領収書や通帳等納付した事実がわかる書類をお持ち下さい（法人市民税・事業所税の場合は申告書の控えもお持ち下さい。）。
リサーチプロジェクト計画概要書

	１　申請者及び担当者　　　　　　　　　　　　　　

	担当者　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　

	２　プロジェクト名・テーマ（分野）

	

	３　目的・課題設定

	

	３　内  容（活動内容、成果目標、経費等について具体的に説明してください）

	

	４　助成金の使途

	①　講師謝礼

②　会場使用料
③　印刷製本費
④　図書購入費

⑤　通信費

⑥　旅費
⑦　その他


	５　現在の状況と今後の活動計画

	


（注）記入欄は適宜調整し、記載してください。
（認定様式第２号、助成様式第２号）

リサーチプロジェクト実施報告書

　                                                              平成    年    月    日
仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム

　　　　　　　　　会長　今野　敦之（あて）
  仙台市長　あて

（申請者）

住所
氏名 （名称及び代表者の氏名） 　　　　　　　印
下記の通りプロジェクトを実施したことを報告いたします。

あわせて、助成金にかかる収支決算を報告いたします。

	１　プロジェクト名

	

	２　実施日時等

	

	３　内容（要旨）

	※経過等を具体的に報告してください。また、資料を添付してください。


	４　今後の活動予定

	


（注）記入欄は適宜調整し、記載してください。
リサーチプロジェクト収支決算書

（収入の部）

	区     分
	決算額
	（調達先等）

	自己資金
	
	

	借入金
	
	

	その他
	
	

	助成金
	
	

	計
	
	


（支出の部）

	費用区分
	予算額
	決算額
	支出内訳
	うち助成対象経費

	講師謝礼
	
	
	
	

	会場使用料
	
	
	
	

	印刷製本費
	
	
	
	

	図書購入費
	
	
	
	

	通信費
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


（助成金の状況）
	交付決定額
又は概算払受領額
	支出額

又は精算額
	（概算払のみ記入）

残額

	
	
	


※　裏面に領収書等を添付してください。
（助成様式第３号（１）確定払用）
リサーチプロジェクト助成金交付請求書
平成　　年　　月　　日

仙台市長　あて 　

（申請者）

住所
氏名 （名称及び代表者の氏名） 　　　　　　　印
　平成　　年　　月　　日付け　　　　第　号で確定通知のあった標記助成金について仙台市クリエイティブプロジェクト助成事業実施要綱第９条に基づき、下記の通り交付されるよう請求します。

記

１　プロジェクト名

２　助成金
	助成確定額
	

	今回請求額
	

	既受領額
	

	残額
	


３　振込先

	金融機関名
	

	支　店　名
	

	預金種目
	（①普通、②当座）

	口座番号
	

	口座名義
	（フリガナ）


４　添付書類
　・仙台市クリエイティブプロジェクト助成金確定通知書
担当者名：

連絡先：

（助成様式第３号（２）概算払用）

リサーチプロジェクト助成金（概算払）交付請求書
平成　　年　　月　　日

仙台市長　あて 　

（申請者）

住所
氏名 （名称及び代表者の氏名） 　　　　　　　印
　平成　　年　　月　　日仙台市（　　）指令第　号で交付決定のあった標記助成金について仙台市クリエイティブプロジェクト助成事業実施要綱第９条に基づき、下記の通り概算払にて交付されるよう請求します。

記

１　プロジェクト名

２　助成金
	交付決定額
	

	今回請求額
	

	既受領額
	

	残額
	


３　振込先
	金融機関名
	

	支　店　名
	

	預金種目
	（①普通、②当座）

	口座番号
	

	口座名義
	（フリガナ）


担当者名：

連絡先：

（認定様式第３号、助成様式第４号）
スタートアッププロジェクト認定申請書兼助成金交付申請書
平成    年   月   日

仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム

会　長　  今　野　　敦　之　（あて）

仙台市長　（あて）
（申請者）

住所
氏名 （名称及び代表者の氏名） 　　　　　　　印
· 仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム認定事業実施要綱第４条第２項に基づき、関係書類を添えてスタートアッププロジェクトの認定申請をいたします。

· 仙台市クリエイティブプロジェクト助成事業実施要綱第３条第１項に基づき、関係書類を添えてスタートアッププロジェクト助成金の交付申請をいたします。

· スタートアッププロジェクトに認定されない場合において、リサーチプロジェクト又はサポートプロジェクトへの認定を希望します。

· 上記によりリサーチプロジェクトに認定された場合、同助成金の交付を申請します。

（※上記のうち該当項目の□を黒塗りしてください）

記

１　プロジェクト名

２　事業者名／構成団体

　　※コンソーシアムで実施する場合は、代表者、参加者等実施体制を明示してください。

３　申請額          金                                  円
４　市税納付状況確認

私（法人（団体）含む）の仙台市市税納付状況（税目・税額・申告の有無等）を産業振興課が税務担当課に照会することに
同意します　　　　   　　　　 　　　同意しません
生年月日（　　　　年　　月　　日）　      （証明書の添付が必要になります）

※　該当するものを○で囲んでください。同意する場合は、納付状況の確認に際し、申請者を特定するために必要な情報となる「生年月日」（個人に限ります。）の記入をお願いします。
同意されない場合には、市税の課税の有無にかかわらず、最寄りの区役所・総合支所納税担当課において交付される「市税の滞納がないことの証明書」（申請日前30日以内に交付を受けたものに限ります。）を添付して申請してください（１通300円の手数料が必要です。）。

【「市税の滞納がないことの証明書」の交付にあたって】

・市税を10日以内に納付した場合は、納付状況を確認できない場合があるため、「市税の滞納がないことの証明書」の交付を受ける際に、領収書や通帳等納付した事実がわかる書類をお持ち下さい（法人市民税・事業所税の場合は申告書の控えもお持ち下さい。）。

スタートアッププロジェクト計画概要書
１　プロジェクト名

	


２　申請者概要
	申請者
	

	
	住　　所
	

	
	ＴＥＬ／ＦＡＸ
	

	
	Ｅメールアドレス
	

	設立年月日

（法人の場合のみ）
	

	設立根拠法令

（法人の場合のみ）
	

	代表者の役職及び氏名

（法人の場合のみ）
	

	略歴

事業概要


	※個人の場合には略歴について記載してください。

※法人の場合には提案者の事業概要について記載してください。




３　全体計画

（１）プロジェクト内容
	①全体概要

	※プロジェクトの概要を４００字以内で記述してください。（プロジェクトについてホームページ等で公表する場合、そのまま使用いたします）


	②目的（現状把握、課題設定及びプロジェクトの必要性）

	※プロジェクトを実施するに当たり、現状の問題点や解決したい課題について、できるだけ具体的に記述してください。



	③プロジェクト実施方法

	※プロジェクトの実施方法についてできるだけ具体的に記述してください。また、実施方法の優位性についても記述してください。

	④プロジェクト実施による効果

	※プロジェクト実施による想定・期待される効果（新事業創出の機会増加、広域的な人的ネットワークに参加する機会の増加など）について、できるだけ具体的に記述してください。


（２）実施体制及び実績・効果（体系図などを含むもの）
	※以下に例示した観点を参考に、できるだけ具体的に記述してください。

【実施体制】

・プロジェクトの実施体制について（支援組織全体の体制図及び各支援組織の体制・人員等）

・情報共有など市との協議・調整の体制
【提案者の実績・効果】

・これまでの産業振興活動の実績

（実施したクリエイティブな事業やプロジェクトの概要や実績など）




（３）将来的な事業の自立、発展性
	※将来的にプロジェクトを自立・継続的に展開し、又は事業化するために必要な計画について、できるだけ具体的に記述してください。


（４）地域性、政策性

	※地域経済に与える影響や地域社会への貢献に関して以下の例示を参考に、できるだけ具体的に記述してください。

　・地域の抱える社会的課題の解決に寄与するか。

　・地域において新たな価値観を創造し、新たなニーズの醸成に寄与するか。




（注）記入欄は適宜調整し、記載してください。
４　収支計画
（収入の部）

	区     分
	予算額
	（調達先等）

	自己資金
	
	

	借入金
	
	

	その他
	
	

	助成金
	
	

	計
	
	


（支出の部）

	費用区分
	予算額
	積算内訳
	うち助成対象経費

	宣伝・広告
	
	※積算を記載

チラシ制作費

・デザイン料　30,000円

・印刷製本費　100,000円
	

	制作・試作
	
	
	

	企画書等作成
	
	
	

	その他
	
	
	

	計
	
	
	


（認定様式第４号、助成様式第５号）

スタートアッププロジェクト実施報告書

平成　　年　　月　　日

仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム

　　　　　　　　　会長　今野　敦之（あて）
  仙台市長　あて

（申請者）

住所
氏名 （名称及び代表者の氏名） 　　　　　　　印
下記の通りプロジェクトを実施したことを報告いたします。

あわせて、助成金にかかる収支決算を報告いたします。

	１　テーマ

	

	２　実施日時（期間）等

	

	３　実施内容（要旨）

	※プロジェクトの成果等を具体的に報告してください。また資料を添付してください。


	４　今後の活動予定

	


（注）記入欄は適宜調整し、記載してください。
スタートアッププロジェクト収支決算書

（収入の部）

	区     分
	予算額
	決算額
	（調達先等）

	自己資金
	
	
	

	借入金
	
	
	

	その他
	
	
	

	助成金
	
	
	

	計
	
	
	


（支出の部）

	費用区分
	予算額
	決算額
	支出内訳
	うち助成対象経費

	宣伝・広告
	
	
	※詳細を記載（別添可）

デザイン料　30,000円

印刷製本費　100,000円（1,000部×100円）
	

	制作・試作
	
	
	
	

	企画書等

作成
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


（助成金の状況）
	交付決定額
又は概算払受領額
	支出額

又は精算額
	（概算払のみ記入）

残額

	
	
	


※領収書等は別綴りにて添付してください

（助成様式第６号（１）確定払用）
スタートアッププロジェクト助成金交付請求書

平成　　年　　月　　日

仙台市長　あて 　

(申請者)
住所
氏名 （名称及び代表者の氏名） 　　　　　　　印
　平成　　年　　月　　日付け　　　　第　号で確定通知のあった標記助成金について仙台市クリエイティブプロジェクト助成事業実施要綱第９条に基づき、下記の通り交付されるよう請求します。

記

１　プロジェクト名

２　助成金
	助成確定額
	

	今回請求額
	

	既受領額
	

	残額
	


３　振込先

	金融機関名
	

	支　店　名
	

	預金種目
	（①普通、②当座）

	口座番号
	

	口座名義
	（ふりがな）


４　添付書類
　・仙台市クリエイティブプロジェクト助成金確定通知書
担当者名：

連絡先：
（助成様式第６号（２）概算払用）

スタートアッププロジェクト助成金概算払交付請求書

平成　　年　　月　　日

仙台市長　あて 　

(申請者)
住所
氏名 （名称及び代表者の氏名） 　　　　　　　印
　仙台市クリエイティブプロジェクト助成事業実施要綱第９条に基づき、関係書類を添えて助成金の交付を請求します。

記

　平成　　年　　月　　日仙台市（　　）指令第　号で交付決定のあった標記助成金について仙台市クリエイティブプロジェクト助成事業実施要綱第９条に基づき、下記の通り概算払にて交付されるよう請求します。

記

１　プロジェクト名

２　助成金
	交付決定額
	

	今回請求額
	

	既受領額
	

	残額
	


３　振込先

	金融機関名
	

	支　店　名
	

	預金種目
	（①普通、②当座）

	口座番号
	

	口座名義
	（ふりがな）


担当者名：

連絡先：

（認定様式第５号）

サポートプロジェクト認定申請書
平成    年   月   日

仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム

会　長　  今　野　　敦　之　（あて）

申請者

住所
氏名 （名称及び代表者の氏名） 　　　　　　　印
仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム認定事業実施要綱第５条第２項に基づき、関係書類を添えてサポートプロジェクトの認定申請をいたします。

記

１　プロジェクト名

２　プロジェクト実施者名／構成団体

　　※コンソーシアムで実施する場合は、代表者、参加者等実施体制を明示してください。
サポートプロジェクト計画概要書
１　プロジェクト名

	


２　申請者概要
	申請者
	

	
	住　　所
	

	
	ＴＥＬ／ＦＡＸ
	

	
	Ｅメールアドレス
	

	設立年月日

（法人の場合のみ）
	

	設立根拠法令

（法人の場合のみ）
	

	代表者の役職及び氏名

（法人の場合のみ）
	

	略歴

事業概要


	※個人の場合には略歴について記載してください。

※法人の場合には提案者の事業概要について記載してください。




（注）記入欄は適宜調整し、記載してください。
３　全体計画

（１）プロジェクト内容
	①全体概要

	※プロジェクトの概要を４００字以内で記述してください。（記載内容をホームページ等で公表いたします）


	②目的（現状把握、課題設定及びプロジェクトの必要性）

	※プロジェクトを実施するに当たり、現状の問題点や解決したい課題について、簡潔に記述してください。

	③プロジェクト実施方法

	※プロジェクトの実施方法について簡潔に記述してください。

	③プロジェクト実施による効果

	※プロジェクト実施による想定・期待される効果（新事業創出の機会増加、広域的な人的ネットワークに参加する機会の増加など）について、簡潔に記述してください。


（２）実施体制及び実績・効果（体系図などを含むもの）
	※以下に例示した観点を参考に、簡潔に記述してください。

【実施体制】

・プロジェクトの実施体制について（支援組織全体の体制図及び各支援組織の体制・人員等）

・情報共有など市との協議・調整の体制
【実績・効果】

・提案者のこれまでの産業振興活動の実績

（実施したクリエイティブな事業やプロジェクトの概要や実績など）

・本プロジェクトの昨年度までの実績


（３）将来構想
	※将来的な計画について、簡潔に記述してください。


（注）記入欄は適宜調整し、記載してください。
（注）上記内容を満たせば任意様式でも可とします。

（認定様式第６号）

サポートプロジェクト実施報告書

平成　　年　　月　　日

仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム

　　　　　　　　　会長　今野　敦之（あて）
（申請者）

住所
氏名 （名称及び代表者の氏名） 　　　　　　　印
下記の通りプロジェクトを実施したことを報告いたします。

	１　テーマ

	

	２　実施日時（期間）等

	

	３　実施内容（要旨）

	※プロジェクトの成果等を具体的に報告してください。また資料を添付してください。


	４　今後の活動予定

	


（注）記入欄は適宜調整し、記載してください。
（助成様式第7号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

承諾書

仙台市長　あて 　

(申請者)
住所
氏名 （名称及び代表者の氏名） 　　　　　　　印
　申請者を当団体の代表者と認め、本件の助成金に係る一切の権限を行使する事を承諾し、後日、異議を唱える事の一切無き事を団体構成員全員にて確認し、署名捺印致します。

　　　代表者（申請者）をEQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ar(\s\up 9(※),欠いた)場合　　　住所

代表となる者                      氏名　　　　　  　　　　　　　　　　印

住所

                               

氏名　　　　  　　　　　　　　　　　印

住所

                                
氏名　　　  　　　　　　　　　　　　印

住所

氏名       　　　　　　　　  　　   印

住所

氏名    　　　　　　　　　　　　　　印

１　団体名（プロジェクト名）
２　助成金交付申請額

金　　　　　　　　　　　　　　　円
※「代表者を欠いた場合」とは、事故等により代表者が団体の代表として責任を果たすことができない状態を指します。
報　告





任意団体で規約等の定めがない場合のみ提出してください。





報　告
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助成金交付
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確定通知
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